
日
本
精
線
　
　

新
中
計
の
狙
い

新
貝
　

元
社
長
に
聞
く

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
社
会
実
現
へ
開
発
強
化

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
線
な
ど
新
市
場
開
拓



ス
テ
ン
レ
ス
鋼
線
や

金
属
繊
維
な
ど

主
力
製

品
の
足
元
の
状
況
は


　
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

大
幅
に
落
ち
込
ん
だ
昨
年
上

期
か
ら

全
体
的
に
回
復
し

つ
つ
あ
る

製
品
別
に
見
る

と

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
線
は
下

期
月
間
販
売
数
量
３
２
７
０



昨
年
下
期
か
ら
自
動
車

向
け
需
要
が
急
回
復

巣
ご

も
り
需
要
の
増
加
に
よ
り
家

電
関
連
向
け
も
好
調
で

太

陽
光
パ
ネ
ル

電
子
部
品
向

け
な
ど
も
高
水
準
の
受
注
が

続
く

足
元
は
堅
調
だ

た

２
０
１
８
年
と
同
レ
ベ
ル
ま

で
戻

て
き
て
い
る

し
ば

ら
く
こ
の
勢
い
は
継
続
し
そ

う
だ
﹂

　
﹁
金
属
繊
維
は
向
け
先
に

よ
り
明
暗
が
分
か
れ
て
い

る

半
導
体
製
造
装
置
に
用

い
ら
れ
る
超
精
密
ガ
ス
フ


ル
タ

︵
ナ
ス
ク
リ

ン
︶

は

年
か
ら
実
需
レ
ベ
ル
に

回
復
し
て
お
り

コ
ロ
ナ
禍

で
も
堅
調
に
推
移

第
５
世

代
移
動
通
信
︵
５
Ｇ
︶
の
立

ち
上
が
り
や

デ

タ
セ
ン

タ

向
け
の
半
導
体
需
要
が

堅
調
で
あ
る
こ
と
に
加
え


車
載
向
け
半
導
体
不
足
も
あ

り

今
後
も
半
導
体
製
造
装

置
の
投
資
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
で

行
わ
れ
る
だ
ろ
う

一
方
で

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
フ

ル
ム
や

炭
素
繊
維
向
け
の
ナ
ス
ロ
ン

フ

ル
タ

は

企
業
の
設

備
投
資
の
延
期
な
ど
に
よ
り

国
内
外
と
も
に
低
調
だ
﹂



新
中
計﹃
Ｎ
Ｓ
Ｒ

﹄

︵



年
度
︶
を
公
表

し
た


　
﹁
ス
ロ

ガ
ン
は
﹃
日
本

精
線
リ
ニ


ア
ル
︵
Ｎ
Ｓ

Ｒ
︶
継
続
推
進
と
高
機
能
・

独
自
製
品
で
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ

に
貢
献
﹄

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
実
現
を
世
界
各
国
が
目

指
し
て
お
り

技
術
革
新
の

ス
ピ

ド
は
日
々
加
速
し
て

い
る

当
社
の
高
機
能
・
独

自
製
品
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き

る
の
で

生
産
の
上
方
弾
力

性
確
保
の
た
め
の
設
備
投
資

を
さ
ら
に
進
め

新
製
品
の

開
発
・
新
市
場
開
拓
に
努
め

る
﹂

　
﹁
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
の
実
践
と

技
術
開
発
を
積
極
的
に
行
う

こ
と
で

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
線

ト

プ
企
業
の
地
位
を
継
続

し

最
終
年
度
の
連
結
経
常

利
益

億
円

連
結
Ｒ
Ｏ
Ｓ

お
よ
び
同
Ｒ
Ｏ
Ａ

％
以

上

連
結
配
当
性
向

％
程

度
な
ど
の
経
営
目
標
達
成
を

目
指
す
﹂



具
体
的
な
設
備
投
資

の
進
ち

く
に
つ
い
て


　
﹁

年

月
か
ら
東
大
阪

工
場
の
自
動
ソ
ル
ト
酸
洗
ラ

イ
ン
が
稼
働

自
動
運
転
制

御
に
よ
る
表
面
被
膜
処
理
が

可
能
と
な
り

生
産
能
力
は

従
来
比

％
ア

プ
し
た


今
後
第
２
期
合
理
化
計
画
を

実
行
し

さ
ら
な
る
生
産
能

力
の
増
強
に
加
え

作
業
安

全
性
の
向
上
や
環
境
へ
の
負

荷
軽
減
を
図
る

ま
た

今

年
４
月
に
枚
方
工
場
の
製
品

倉
庫
を
新
設

場
内
物
流
改

善
を
図
り

シ
ス
テ
ム
化
に

よ
る
在
庫
管
理
・
識
別
照
合

を
強
化
す
る
﹂

　
﹁
新
中
計
に
お
け
る
連
結

設
備
投
資
額
は
総
額

億
円

を
計
画

う
ち

億
円
は
Ｅ

Ｓ
Ｇ
関
連

国
内
２
工
場
の

高
機
能
・
独
自
製
品
の
機
能

・
能
力
増
強
に
加
え

タ
イ

精
線
︵
タ
イ
︶
で
は

ば
ね

用
め

き
ラ
イ
ン
の
設
置
な

ど
を
行
う

ま
た

東
大
阪

工
場
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
︵
事
業
継
続

計
画
︶
と
し
て

工
場
建
屋

の
耐
震
補
強
や

高
圧
受
電

シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど

生

産
基
盤
強
化
の
た
め
の
投
資

も
継
続
推
進
す
る
﹂

　
﹁
技
術
開
発
分
野
で
も
投

資
を
行
う

今
年
４
月
か
ら

﹃
水
素
事
業
開
発
室
﹄
を
新

設

枚
方
工
場
の
小
型
プ
ラ

ン
ト
で
触
媒
ワ
イ
ヤ
に
よ
る

Ｍ
Ｃ
Ｈ
水
素
回
収
の
実
証
実

験
を
行
う

将
来
の
水
素
社

会
を
展
望
し

大
学
や
関
連

機
関
と
連
携
し
な
が
ら

当

社
の
水
素
の
貯
蔵
・
回
収
技

術
を
基
に

新
事
業
を
探
索

し
て
い
く
﹂



タ
イ
精
線

耐
素
龍

精
密
濾
機
︵
常
熟
︶
大

同
不
銹
鋼
︵
大
連
︶
の
現

状
は


　
﹁
タ
イ
精
線
の

年
２
月

期
は
売
上
高

億
７
７
０
０

万
円

経
常
利
益
２
億
６
０

０
万
円

タ
イ
国
内
は
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
の
回
復
が
遅
く


減
収
減
益
と
な

た

日
系

自
動
車
メ

カ

向
け
は
１

月
以
降
緩
や
か
に
回
復
し


足
元
で
は
コ
ロ
ナ
前
の
水
準

に
戻

て
き
て
い
る
﹂

　
﹁
金
属
繊
維
ナ
ス
ロ
ン
フ


ル
タ

を
製
造
す
る
耐
素

龍
精
密
濾
機
︵
常
熟
︶
の


年

月
期
は

売
上
高
５
億

３
２
０
０
万
円

経
常
利
益

１
２
０
０
万
円
で
減
収
減

益

欧
米
の
ロ

ク
ダ
ウ
ン

を
受
け

ア
パ
レ
ル
関
連
需

要
が
激
減

そ
の
あ
お
り
を

受
け

化
合
繊
維
製
造
用
ナ

ス
ロ
ン
フ

ル
タ

の
荷
動

き
が
一
時
ス
ト

プ
し
大
き

く
停
滞
し
た
が

昨
年

月

頃
か
ら
回
復

何
と
か
黒
字

計
上
と
な

た
﹂

　
﹁
ク
ロ
ム
系
ス
テ
ン
レ
ス

鋼
線
を
生
産
す
る
大
同
不
銹

鋼
︵
大
連
︶
は

売
上
高
３

億
８
１
０
０
万
円

経
常
利

益
２
４
０
０
万
円
で
減
収
減

益

自
動
車
向
け
の
回
復
に

伴
い

足
元
で
は
コ
ロ
ナ
前

水
準
に
達
し
て
い
る
が

今

後

増
値
税
の
還
付
撤
廃
に

よ
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
﹂



注
力
す
る
分
野
は


　
﹁
ア
フ
タ

コ
ロ
ナ
は


デ
ジ
タ
ル
化
と
カ

ボ
ン
ニ



ト
ラ
ル
が
一
気
に
加
速

す
る

太
陽
光
ソ

ラ

発

電
効
率
向
上
に
は

ス
ク
リ


ン
印
刷
で
用
い
ら
れ
る
極

細
線
の
細
径
化
が
大
き
く
寄

与
す
る
た
め

シ
ン
グ
ル
ミ

ク
ロ
ン
を
目
指
し

さ
ら
な

る
細
径
化
に
取
り
組
む

ま

た

超
精
密
ガ
ス
フ

ル
タ


︵
ナ
ス
ク
リ

ン
︶
の
性

能
向
上
と
新
製
品
開
発
に
よ

り

半
導
体
製
造
装
置
の
高

性
能
化
に
対
応
し
て
い
く


こ
れ
ら
以
外
に
情
報
通
信


自
動
車
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
対
応

医

療

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

の

分
野
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ


成
長
分
野
と
考
え
て
い
る


新
中
計
の
最
終
年
度
で
あ
る


年
に
向
け
て
は
も
ち
ろ

ん

長
期
的
に
見
て

社
会

に
貢
献
す
る
新
製
品
の
開
発

と
拡
販
に
努
め
る
こ
と
が
当

社
の
使
命
と
考
え
る
﹂

　
　︵
山
浦
　
な
つ
き
︶
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※

本
記
事
は
鉄
鋼
新
聞
社
の
承
諾
を
得
て
掲
載
し
て
お
り
︑
著
作
権
は
鉄
鋼
新
聞
社
に
帰
属
し
ま
す
︒




